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【 請 求 項 １ 】
　 が ん の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に お け る 、 が ん の 治 療 方 法 に 用 い る 、 ヒ ト パ ピ ロ ー マ ウ イ  
ル ス 株 １ ６ （ Ｈ Ｐ Ｖ １ ６ ） Ｅ ７ ／ Ｅ ６ の 融 合 タ ン パ ク 質 を コ ー ド す る ２ つ の Ｓ セ グ メ ン ト  
を 含 む 組 み 換 え 複 製 可 能 ３ セ グ メ ン ト ア レ ナ ウ イ ル ス 粒 子 を 、 有 効 量 で 含 む 医 薬 組 成 物 で  
あ っ て 、 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ６ ま た は ５ × １ ０ ７ 複 製 可 能 ウ イ ル ス フ ォ ー カ ス 形 成 単 位 （  
Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ ） で あ る 、 前 記 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 治 療 方 法 が 、 前 記 患 者 に 、 前 記 有 効 量 の 組 み 換 え 複 製 可 能 ３ セ グ メ ン ト ア レ ナ ウ イ  
ル ス 粒 子 を 投 与 す る こ と を 含 み 、 前 記 投 与 が 、
（ ｉ ） 静 脈 内 注 射 ；
（ ｉ ｉ ） 腫 瘍 内 注 射 ； ま た は
（ ｉ ｉ ｉ ） 腫 瘍 内 注 射 及 び そ の 後 の 静 脈 内 注 射 に よ る も の で あ り ；
　 任 意 で （ ｉ ） に お い て ：
　 （ ｉ ａ ） 該 静 脈 内 注 射 が 、 ２ 週 間 毎 、 ３ 週 間 毎 、 ４ 週 間 毎 、 ５ 週 間 毎 、 ６ 週 間 毎 、 ７ 週  
間 毎 、 も し く は ８ 週 間 毎 の 頻 度 で 投 与 さ れ る ； 及 び ／ も し く は
　 （ ｉ ｂ ） 該 静 脈 内 注 射 が 、 例 え ば ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ま た は ６ 回 の 限 定 さ れ た サ イ ク ル 数  
で 投 与 さ れ る ； ま た は
　 （ ｉ ｃ ） 該 静 脈 内 注 射 が 継 続 的 な も の で あ り 、 任 意 で ：
　 ‐ 該 静 脈 内 注 射 が 継 続 的 な も の で あ り 、 ま ず 高 頻 度 で 、 続 い て 低 頻 度 で 投 与 さ れ る ； ま  
た は
　 ‐ 該 静 脈 内 注 射 が 継 続 的 な も の で あ り 、 ま ず ３ 週 間 毎 の 頻 度 で 、 続 い て ６ 週 間 毎 の 頻 度  
で 投 与 さ れ る ； ま た は
　 ‐ 該 静 脈 内 注 射 が 継 続 的 な も の で あ り 、 ま ず 、 ４ サ イ ク ル は ３ 週 間 毎 の 頻 度 で 、 続 い て  
、 そ の 後 の サ イ ク ル は ６ 週 間 毎 の 頻 度 で 投 与 さ れ る ；
請 求 項 １ に 記 載 の 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 組 み 換 え 複 製 可 能 ３ セ グ メ ン ト ア レ ナ ウ イ ル ス 粒 子 が ：
（ ｉ ） リ ン パ 球 性 脈 絡 髄 膜 炎 ウ イ ル ス （ Ｌ Ｃ Ｍ Ｖ ） に 由 来 し 、 任 意 で 、 該 Ｌ Ｃ Ｍ Ｖ が 、 Ｍ  
Ｐ 株 、 Ｗ Ｅ 株 、 ア ー ム ス ト ロ ン グ 株 、 ア ー ム ス ト ロ ン グ ク ロ ー ン １ ３ 株 、 も し く は 、 内 因  
性 Ｌ Ｃ Ｍ Ｖ ク ロ ー ン １ ３ 糖 タ ン パ ク 質 の 代 わ り に 、 Ｌ Ｃ Ｍ Ｖ 株 Ｗ Ｅ の 糖 タ ン パ ク 質 を 発 現  
す る Ｌ Ｃ Ｍ Ｖ ク ロ ー ン １ ３ 株 で あ る ；
（ ｉ ｉ ） ピ チ ン デ ウ イ ル ス （ Ｐ Ｉ Ｃ Ｖ ） に 由 来 し 、 任 意 で 、 該 Ｐ Ｉ Ｃ Ｖ が 、 株 Ｍ ｕ ｎ ｃ ｈ  
ｉ ｑ ｕ ｅ   Ｃ ｏ Ａ ｎ ４ ７ ６ ３ 単 離 物 Ｐ １ ８ 、 も し く は Ｐ ２ 株 で あ る ； ま た は
（ ｉ ｉ ｉ ）
　 ‐ コ ン ス ト ラ ク ト １ を 含 み 、 コ ン ス ト ラ ク ト １ は Ｌ Ｃ Ｍ Ｖ ベ ー ス で あ り 、 Ｅ ７ 及 び Ｅ ６  
の 発 が ん 能 を 妨 げ る ５ つ の ア ミ ノ 酸 変 異 を 有 す る Ｈ Ｐ Ｖ １ ６   Ｅ ７ ／ Ｅ ６ の 融 合 タ ン パ ク  
質 を コ ー ド す る ２ つ の Ｓ セ グ メ ン ト 及 び １ つ の Ｌ セ グ メ ン ト を 含 有 す る 、 及 び ／ も し く は
　 ‐ コ ン ス ト ラ ク ト ２ を 含 み 、 コ ン ス ト ラ ク ト ２ は Ｐ Ｉ Ｃ Ｖ ベ ー ス で あ り 、 Ｅ ７ 及 び Ｅ ６  
の 発 が ん 能 を 妨 げ る ５ つ の ア ミ ノ 酸 変 異 を 有 す る Ｈ Ｐ Ｖ １ ６   Ｅ ７ ／ Ｅ ６ の 融 合 タ ン パ ク  
質 を コ ー ド す る ２ つ の Ｓ セ グ メ ン ト 及 び １ つ の Ｌ セ グ メ ン ト を 含 有 す る ；
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 治 療 方 法 が 、 前 記 患 者 に 、 有 効 量 の 前 記 コ ン ス ト ラ ク ト １ を 投 与 す る こ と を 含 み 、
（ ｉ ） 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ６ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ り 、 か つ コ ン ス ト ラ ク ト １ が ３ 週 間 毎 の  
頻 度 で 投 与 さ れ る ； ま た は
（ ｉ ｉ ） 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ６ ま た は ５ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ り 、 か つ コ ン ス ト ラ  
ク ト １ が 、 ４ サ イ ク ル は ３ 週 間 毎 の 頻 度 で 、 続 い て 、 ６ 週 間 毎 の 頻 度 の 継 続 的 サ イ ク ル で  
静 脈 内 投 与 さ れ る ； ま た は
（ ｉ ｉ ｉ ） 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ６ ま た は ５ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ り 、 か つ コ ン ス ト  
ラ ク ト １ が 、 ４ サ イ ク ル は ３ 週 間 毎 の 頻 度 で 、 続 い て 、 ６ 週 間 毎 の 頻 度 の 継 続 的 サ イ ク ル  
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で 静 脈 内 投 与 さ れ る ； か つ 該 治 療 方 法 は 、 該 患 者 に 、 ２ ０ ０ ｍ ｇ の ペ ム ブ ロ リ ズ マ ブ を ３  
週 間 毎 の 頻 度 で 静 脈 内 投 与 す る 、 ま た は 、 ４ ０ ０ ｍ ｇ の ペ ム ブ ロ リ ズ マ ブ を ６ 週 間 毎 の 頻  
度 で 静 脈 内 投 与 す る こ と を さ ら に 含 む ； ま た は
（ ｉ ｖ ） 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ６ ま た は ５ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ り 、 か つ コ ン ス ト ラ  
ク ト １ が 、 ３ サ イ ク ル は ３ 週 間 毎 の 頻 度 で 静 脈 内 投 与 さ れ 、 か つ 該 治 療 方 法 は ３ サ イ ク ル  
後 に 終 了 す る ；
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 が ん の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に お け る 、 が ん の 治 療 方 法 に 用 い る 、 組 み 換 え 複 製 可 能 ３  
セ グ メ ン ト ア レ ナ ウ イ ル ス 粒 子 を 含 む 医 薬 組 成 物 で あ っ て 、 該 ア レ ナ ウ イ ル ス 粒 子 は Ｈ Ｐ  
Ｖ １ ６   Ｅ ７ ／ Ｅ ６ の 融 合 タ ン パ ク 質 を コ ー ド す る ２ つ の Ｓ セ グ メ ン ト を 含 み 、 該 治 療 方  
法 が 、 １ つ 以 上 の セ ッ シ ョ ン を 含 み 、 各 セ ッ シ ョ ン が ：
（ ａ ） 該 患 者 に 、 第 １ の ア レ ナ ウ イ ル ス 種 に 由 来 す る Ｈ Ｐ Ｖ １ ６   Ｅ ７ ／ Ｅ ６ の 融 合 タ ン  
パ ク 質 を コ ー ド す る ２ つ の Ｓ セ グ メ ン ト を 含 む 、 有 効 量 の 組 み 換 え 複 製 可 能 ３ セ グ メ ン ト  
ア レ ナ ウ イ ル ス 粒 子 を 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が １ × １ ０ ６ 、 ５ × １ ０ ６ 、 １ ×  
１ ０ ７ 、 ま た は ５ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ と ； 及 び
（ ｂ ） 該 患 者 に 、 該 セ ッ シ ョ ン の 半 分 の 時 点 で 、 第 ２ の ア レ ナ ウ イ ル ス 種 に 由 来 す る Ｈ Ｐ  
Ｖ １ ６   Ｅ ７ ／ Ｅ ６ の 融 合 タ ン パ ク 質 を コ ー ド す る ２ つ の Ｓ セ グ メ ン ト を 含 む 、 有 効 量 の  
組 み 換 え 複 製 可 能 ３ セ グ メ ン ト ア レ ナ ウ イ ル ス 粒 子 を 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が  
１ × １ ０ ６ 、 ５ × １ ０ ６ 、 １ × １ ０ ７ 、 ま た は ５ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投  
与 す る こ と ； を 含 む 、 前 記 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
（ ｉ ） （ ａ ） に お け る 前 記 第 １ の ア レ ナ ウ イ ル ス 種 が Ｌ Ｃ Ｍ Ｖ で あ り 、 （ ｂ ） に お け る 前  
記 第 ２ の ア レ ナ ウ イ ル ス 種 が Ｐ Ｉ Ｃ Ｖ で あ る ； ま た は
（ ｉ ｉ ） （ ａ ） に お け る 該 第 １ の ア レ ナ ウ イ ル ス 種 が Ｐ Ｉ Ｃ Ｖ で あ り 、 （ ｂ ） に お け る 該  
第 ２ の ア レ ナ ウ イ ル ス 種 が Ｌ Ｃ Ｍ Ｖ で あ り ； 任 意 で
　 該 Ｌ Ｃ Ｍ Ｖ が 、 Ｍ Ｐ 株 、 Ｗ Ｅ 株 、 ア ー ム ス ト ロ ン グ 株 、 ア ー ム ス ト ロ ン グ ク ロ ー ン １ ３  
株 、 ま た は 、 内 因 性 Ｌ Ｃ Ｍ Ｖ ク ロ ー ン １ ３ 糖 タ ン パ ク 質 の 代 わ り に 、 Ｌ Ｃ Ｍ Ｖ 株 Ｗ Ｅ の 糖  
タ ン パ ク 質 を 発 現 す る Ｌ Ｃ Ｍ Ｖ ク ロ ー ン １ ３ 株 で あ り 、
　 該 Ｐ Ｉ Ｃ Ｖ が 、 株 Ｍ ｕ ｎ ｃ ｈ ｉ ｑ ｕ ｅ   Ｃ ｏ Ａ ｎ ４ ７ ６ ３ 単 離 物 Ｐ １ ８ 、 ま た は Ｐ ２ 株  
で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 （ ａ ） 及 び ／ ま た は （ ｂ ） に お け る 前 記 組 み 換 え 複 製 可 能 ３ セ グ メ ン ト ア レ ナ ウ イ ル ス  
粒 子 が ：
（ ｉ ） コ ン ス ト ラ ク ト １ を 含 み 、 コ ン ス ト ラ ク ト １ は Ｌ Ｃ Ｍ Ｖ ベ ー ス で あ り 、 Ｅ ７ 及 び Ｅ  
６ の 発 が ん 能 を 妨 げ る ５ つ の ア ミ ノ 酸 変 異 を 有 す る Ｈ Ｐ Ｖ １ ６   Ｅ ７ ／ Ｅ ６ の 融 合 タ ン パ  
ク 質 を コ ー ド す る ２ つ の Ｓ セ グ メ ン ト 及 び １ つ の Ｌ セ グ メ ン ト を 含 有 す る ； 及 び ／ も し く  
は
（ ｉ ｉ ） コ ン ス ト ラ ク ト ２ を 含 み 、 コ ン ス ト ラ ク ト ２ は Ｐ Ｉ Ｃ Ｖ ベ ー ス で あ り 、 Ｅ ７ 及 び  
Ｅ ６ の 発 が ん 能 を 妨 げ る ５ つ の ア ミ ノ 酸 変 異 を 有 す る Ｈ Ｐ Ｖ １ ６   Ｅ ７ ／ Ｅ ６ の 融 合 タ ン  
パ ク 質 を コ ー ド す る ２ つ の Ｓ セ グ メ ン ト 及 び １ つ の Ｌ セ グ メ ン ト を 含 有 す る ；
請 求 項 ６ に 記 載 の 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 ８ 】
　 （ ａ ） に お け る 前 記 組 み 換 え 複 製 可 能 ３ セ グ メ ン ト ア レ ナ ウ イ ル ス 粒 子 が コ ン ス ト ラ ク  
ト ２ で あ り 、 （ ｂ ） に お け る 前 記 組 み 換 え 複 製 可 能 ３ セ グ メ ン ト ア レ ナ ウ イ ル ス 粒 子 が コ  
ン ス ト ラ ク ト １ で あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 治 療 方 法 が １ つ 以 上 の セ ッ シ ョ ン を 含 み 、 各 セ ッ シ ョ ン が ：
（ ａ ） 前 記 患 者 に 、 有 効 量 の 前 記 コ ン ス ト ラ ク ト ２ を 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が  
１ × １ ０ ６ ま た は １ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ と ； 及 び
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（ ｂ ） 該 セ ッ シ ョ ン の 半 分 の 時 点 で 、 該 患 者 に 、 有 効 量 の 前 記 コ ン ス ト ラ ク ト １ を 投 与 す  
る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ６ ま た は ５ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投  
与 す る こ と ； を 含 み 、 任 意 で 、
コ ン ス ト ラ ク ト ２ の 有 効 量 は １ × １ ０ ６ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ り 、 か つ コ ン ス ト ラ ク ト １ の  
有 効 量 は ５ × １ ０ ６ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ り 、 コ ン ス ト ラ ク ト ２ 及 び コ ン ス ト ラ ク ト １ は 静  
脈 内 投 与 さ れ 、 各 セ ッ シ ョ ン が ６ 週 間 続 く 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 治 療 方 法 が 、 （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に お い て 、 前 記 組 み 換 え 複 製 可 能 ３ セ グ メ ン ト ア レ  
ナ ウ イ ル ス 粒 子 を 投 与 す る こ と を 含 み 、 該 投 与 が ：
（ ｉ ） 静 脈 内 注 射 ；
（ ｉ ｉ ） 腫 瘍 内 注 射 ； ま た は
（ ｉ ｉ ｉ ） 該 腫 瘍 内 注 射 及 び そ の 後 の 静 脈 内 注 射 に よ る も の で あ り 、 任 意 で 該 腫 瘍 内 注 射  
が 、 該 静 脈 内 注 射 の ３ 週 間 前 に 投 与 さ れ 、 さ ら に 任 意 で 該 腫 瘍 内 注 射 が コ ン ス ト ラ ク ト １  
と 共 に 投 与 さ れ ；
任 意 で （ ｉ ） に お い て ：
　 （ ｉ ａ ） 前 記 各 セ ッ シ ョ ン が 、 ４ 週 間 、 ６ 週 間 、 ８ 週 間 、 １ ０ 週 間 、 １ ２ 週 間 、 １ ４ 週  
間 、 ま た は １ ６ 週 間 続 く ； 及 び ／ ま た は
　 （ ｉ ｂ ） 該 セ ッ シ ョ ン が 限 定 さ れ た セ ッ シ ョ ン 数 で 繰 り 返 さ れ る 、 任 意 で 該 限 定 さ れ た  
セ ッ シ ョ ン 数 は ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ま た は ６ 回 で あ る ； ま た は
　 （ ｉ ｃ ） 該 セ ッ シ ョ ン が 継 続 的 な も の で あ り 、 任 意 で ：
　 ‐ 該 静 脈 内 注 射 が 継 続 的 な も の で あ り 、 ま ず 短 い セ ッ シ ョ ン で 、 続 い て 長 い セ ッ シ ョ ン  
で 投 与 さ れ る ；
　 ‐ 該 静 脈 内 注 射 が 継 続 的 な も の で あ り 、 ま ず 、 そ れ ぞ れ が ６ 週 間 続 く セ ッ シ ョ ン で 、 続  
い て 、 そ れ ぞ れ が １ ２ 週 間 続 く セ ッ シ ョ ン で 投 与 さ れ る ；
　 ‐ 該 静 脈 内 注 射 が 継 続 的 な も の で あ り 、 ま ず 、 そ れ ぞ れ が ６ 週 間 続 く ２ セ ッ シ ョ ン で 、  
続 い て 、 そ れ ぞ れ が １ ２ 週 間 続 く セ ッ シ ョ ン で 投 与 さ れ る ；
　 ‐ 該 静 脈 内 注 射 が 継 続 的 な も の で あ り 、 ま ず 、 そ れ ぞ れ が ８ 週 間 続 く セ ッ シ ョ ン で 、 続  
い て 、 そ れ ぞ れ が １ ６ 週 間 続 く セ ッ シ ョ ン で 投 与 さ れ る ； ま た は
　 ‐ 該 静 脈 内 注 射 が 継 続 的 な も の で あ り 、 ま ず 、 そ れ ぞ れ が ８ 週 間 続 く ２ セ ッ シ ョ ン で 、  
続 い て 、 そ れ ぞ れ が １ ６ 週 間 続 く セ ッ シ ョ ン で 投 与 さ れ る ；
請 求 項 ５ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 治 療 方 法 が ：
Ａ ． 複 数 の セ ッ シ ョ ン で あ っ て 、 各 セ ッ シ ョ ン が ：
（ ａ ） 前 記 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト ２ を 静 脈 内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量  
が １ × １ ０ ６ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ と ； 及 び
（ ｂ ） 該 セ ッ シ ョ ン の 半 分 の 時 点 に お い て 、 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト １ を 静 脈  
内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ６ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ  
と 、 を 含 み 、
最 初 の ２ セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ ６ 週 間 続 き 、 以 降 の 継 続 的 セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ １ ２ 週 間  
続 く 、 前 記 複 数 の セ ッ シ ョ ン ；
Ｂ ． 複 数 の セ ッ シ ョ ン で あ っ て 、 各 セ ッ シ ョ ン が ：
（ ａ ） 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト ２ を 静 脈 内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が  
１ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ と ； 及 び
（ ｂ ） 該 セ ッ シ ョ ン の 半 分 の 時 点 に お い て 、 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト １ を 静 脈  
内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ６ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ  
と 、 を 含 み 、
最 初 の ２ セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ ６ 週 間 続 き 、 以 降 の 継 続 的 セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ １ ２ 週 間  
続 く 、 前 記 複 数 の セ ッ シ ョ ン ；
Ｃ ． 複 数 の セ ッ シ ョ ン で あ っ て 、 各 セ ッ シ ョ ン が ：
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（ ａ ） 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト ２ を 静 脈 内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が  
１ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ と ； 及 び
（ ｂ ） 該 セ ッ シ ョ ン の 半 分 の 時 点 に お い て 、 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト １ を 静 脈  
内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ  
と 、 を 含 み 、
最 初 の ２ セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ ６ 週 間 続 き 、 以 降 の 継 続 的 セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ １ ２ 週 間  
続 く 、 前 記 複 数 の セ ッ シ ョ ン ；
Ｄ ． （ １ ） コ ン ス ト ラ ク ト ２ 及 び コ ン ス ト ラ ク ト １ を 投 与 す る こ と の 複 数 の セ ッ シ ョ ン で  
あ っ て 、 各 セ ッ シ ョ ン が ：
（ ａ ） 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト ２ を 静 脈 内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が  
１ × １ ０ ６ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ と ； 及 び
（ ｂ ） 該 セ ッ シ ョ ン の 半 分 の 時 点 に お い て 、 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト １ を 静 脈  
内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ６ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ  
と 、 を 含 み 、
最 初 の ２ セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ ６ 週 間 続 き 、 以 降 の 継 続 的 セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ １ ２ 週 間  
続 く 、 前 記 複 数 の セ ッ シ ョ ン ； 並 び に
（ ２ ） 該 患 者 に 、 ２ ０ ０ ｍ ｇ の ペ ム ブ ロ リ ズ マ ブ を ３ 週 間 毎 の 頻 度 で 静 脈 内 投 与 す る こ と  
、 ま た は 、 ４ ０ ０ ｍ ｇ の ペ ム ブ ロ リ ズ マ ブ を ６ 週 間 毎 の 頻 度 で 静 脈 内 投 与 す る こ と ；
Ｅ ． （ １ ） コ ン ス ト ラ ク ト ２ 及 び コ ン ス ト ラ ク ト １ を 投 与 す る こ と の 複 数 の セ ッ シ ョ ン で  
あ っ て 、 各 セ ッ シ ョ ン が ：
（ ａ ） 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト ２ を 静 脈 内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が  
１ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ と ； 及 び
（ ｂ ） 該 セ ッ シ ョ ン の 半 分 の 時 点 に お い て 、 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト １ を 静 脈  
内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ６ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ  
と 、 を 含 み 、
最 初 の ２ セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ ６ 週 間 続 き 、 以 降 の 継 続 的 セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ １ ２ 週 間  
続 く 、 前 記 複 数 の セ ッ シ ョ ン ； 並 び に
（ ２ ） 該 患 者 に 、 ２ ０ ０ ｍ ｇ の ペ ム ブ ロ リ ズ マ ブ を ３ 週 間 毎 の 頻 度 で 静 脈 内 投 与 す る こ と  
、 ま た は 、 ４ ０ ０ ｍ ｇ の ペ ム ブ ロ リ ズ マ ブ を ６ 週 間 毎 の 頻 度 で 静 脈 内 投 与 す る こ と ；
Ｆ ． （ １ ） コ ン ス ト ラ ク ト ２ 及 び コ ン ス ト ラ ク ト １ を 投 与 す る こ と の 複 数 の セ ッ シ ョ ン で  
あ っ て 、 各 セ ッ シ ョ ン が ：
（ ａ ） 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト ２ を 静 脈 内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が  
１ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ と ； 及 び
（ ｂ ） 該 セ ッ シ ョ ン の 半 分 の 時 点 に お い て 、 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト １ を 静 脈  
内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ  
と 、 を 含 み 、
最 初 の ２ セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ ６ 週 間 続 き 、 以 降 の 継 続 的 セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ １ ２ 週 間  
続 く 、 前 記 複 数 の セ ッ シ ョ ン ； 並 び に
（ ２ ） 該 患 者 に 、 ２ ０ ０ ｍ ｇ の ペ ム ブ ロ リ ズ マ ブ を ３ 週 間 毎 の 頻 度 で 静 脈 内 投 与 す る こ と  
、 ま た は 、 ４ ０ ０ ｍ ｇ の ペ ム ブ ロ リ ズ マ ブ を ６ 週 間 毎 の 頻 度 で 静 脈 内 投 与 す る こ と ；
Ｇ ． （ １ ） 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト １ を 腫 瘍 内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 コ ン ス  
ト ラ ク ト １ の 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ６ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ と ； 並 び に
（ ２ ） ３ 週 間 後 に 、 該 患 者 に 施 さ れ る 複 数 の セ ッ シ ョ ン で あ っ て 、 各 セ ッ シ ョ ン が ：
（ ａ ） 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト ２ を 静 脈 内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が  
１ × １ ０ ６ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ と ； 及 び
（ ｂ ） 該 セ ッ シ ョ ン の 半 分 の 時 点 に お い て 、 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト １ を 静 脈  
内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ６ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ  
と 、 を 含 み 、
最 初 の ２ セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ ６ 週 間 続 き 、 以 降 の 継 続 的 セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ １ ２ 週 間  
続 く 、 前 記 複 数 の セ ッ シ ョ ン ；
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Ｈ ． （ １ ） 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト １ を 腫 瘍 内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 コ ン ス  
ト ラ ク ト １ の 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ６ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ と ； 並 び に
（ ２ ） ３ 週 間 後 に 、 該 患 者 に 施 さ れ る 複 数 の セ ッ シ ョ ン で あ っ て 、 各 セ ッ シ ョ ン が 、
（ ａ ） 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト ２ を 静 脈 内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が  
１ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ と ； 及 び
（ ｂ ） 該 セ ッ シ ョ ン の 半 分 の 時 点 に お い て 、 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト １ を 静 脈  
内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ６ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ  
と 、 を 含 み 、
最 初 の ２ セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ ６ 週 間 続 き 、 以 降 の 継 続 的 セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ １ ２ 週 間  
続 く 、 前 記 複 数 の セ ッ シ ョ ン ；
Ｉ ． （ １ ） 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト １ を 腫 瘍 内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 コ ン ス  
ト ラ ク ト １ の 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ と ； 並 び に
（ ２ ） ３ 週 間 後 に 、 該 患 者 に 施 さ れ る 複 数 の セ ッ シ ョ ン で あ っ て 、 各 セ ッ シ ョ ン が 、
（ ａ ） 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト ２ を 静 脈 内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が  
１ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ と ； 及 び
（ ｂ ） 該 セ ッ シ ョ ン の 半 分 の 時 点 に お い て 、 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト １ を 静 脈  
内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ  
と 、 を 含 み 、
最 初 の ２ セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ ６ 週 間 続 き 、 以 降 の 継 続 的 セ ッ シ ョ ン が そ れ ぞ れ １ ２ 週 間  
続 く 、 前 記 複 数 の セ ッ シ ョ ン ； ま た は
Ｊ ．   ３ セ ッ シ ョ ン で あ っ て 、 各 セ ッ シ ョ ン が 、
（ ａ ） 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト ２ を 静 脈 内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が  
１ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ と ； 及 び
（ ｂ ） 該 セ ッ シ ョ ン の 半 分 の 時 点 に お い て 、 該 患 者 に 、 有 効 量 の コ ン ス ト ラ ク ト １ を 静 脈  
内 投 与 す る こ と で あ っ て 、 該 有 効 量 が ５ × １ ０ ７ Ｒ Ｃ Ｖ   Ｆ Ｆ Ｕ で あ る 、 前 記 投 与 す る こ  
と 、 を 含 み 、
各 セ ッ シ ョ ン が ６ 週 間 続 き 、 該 治 療 方 法 が ３ セ ッ シ ョ ン 後 に 終 了 す る 、 前 記 ３ セ ッ シ ョ ン  
、
を 含 む 、 請 求 項 ５ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 が ん が 、 Ｈ Ｐ Ｖ １ ６ ＋ 癌 、 例 え ば 頭 頸 扁 平 上 皮 細 胞 癌 、 肛 門 癌 、 子 宮 頸 癌 、 外 陰 、  
ま た は 膣 癌 で あ る 、 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 患 者 が 、
（ ｉ ） 前 記 治 療 方 法 の 前 の 少 な く と も １ つ の 標 準 的 な ケ ア 治 療 法 の 際 に 、 腫 瘍 の 進 行 ま た  
は 再 発 を 有 し て お り 、 任 意 で 該 少 な く と も １ つ の 該 標 準 的 な ケ ア 治 療 法 が 、 ペ ム ブ ロ リ ズ  
マ ブ 単 剤 療 法 を 含 む ； 及 び ／ ま た は 、
（ ｉ ｉ ） リ ン パ 節 内 に 標 的 病 変 の み を 有 す る 、
請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 治 療 方 法 が 、 有 効 量 の 免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 剤 を 投 与 す る こ と を さ ら に 含 み 、  
任 意 で 該 免 疫 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 剤 が 、 抗 Ｐ Ｄ － １ （ プ ロ グ ラ ム 細 胞 死 タ ン パ ク 質 １ ）  
チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 剤 を 含 み 、 さ ら に 任 意 で 該 抗 Ｐ Ｄ － １ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 阻 害 剤 が 、  
抗 体 、 例 え ば ニ ボ ル マ ブ 、 ペ ム ブ ロ リ ズ マ ブ 、 ピ デ ィ リ ズ マ ブ 、 ま た は セ ミ プ リ マ ブ で あ  
る 、 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 Ｈ Ｐ Ｖ １ ６   Ｅ ７ ／ Ｅ ６ の 融 合 タ ン パ ク 質 が 配 列 番 号 １ ま た は ２ の ヌ ク レ オ チ ド 配  
列 を 含 む ヌ ク レ オ チ ド 配 列 に よ っ て コ ー ド さ れ て い る 、 請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か １ 項 に  
記 載 の 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ６ 】
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　 前 記 組 み 換 え 複 製 可 能 ３ セ グ メ ン ト ア レ ナ ウ イ ル ス 粒 子 が ：
（ ｉ ）   配 列 番 号 ３ 、 ４ 、 及 び ５ の ヌ ク レ オ チ ド 配 列 を 含 む 、 ３ セ グ メ ン ト Ｌ Ｃ Ｍ Ｖ 粒 子  
で あ る ； ま た は
（ ｉ ｉ ）   配 列 番 号 ６ 、 ７ 、 及 び ８ の ヌ ク レ オ チ ド 配 列 を 含 む 、 ３ セ グ メ ン ト Ｐ Ｉ Ｃ Ｖ 粒  
子 で あ る 、 請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 配 列 番 号 １ ま た は ２ の ヌ ク レ オ チ ド 配 列 を 含 む 核 酸 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 配 列 番 号 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ 、 ７ 、 ま た は ８ の ヌ ク レ オ チ ド 配 列 を 含 む 核 酸 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 核 酸 が Ｒ Ｎ Ａ で あ る 、 請 求 項 １ ７ ま た は １ ８ に 記 載 の 核 酸 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ７ ～ １ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 核 酸 を 含 む 宿 主 細 胞 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 配 列 番 号 ３ 、 ４ 、 及 び ５ の ヌ ク レ オ チ ド 配 列 を 含 む 、 ３ セ グ メ ン ト リ ン パ 球 性 脈 絡 髄 膜  
炎 ウ イ ル ス （ Ｌ Ｃ Ｍ Ｖ ） 粒 子 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 配 列 番 号 ６ 、 ７ 、 及 び ８ の ヌ ク レ オ チ ド 配 列 を 含 む 、 ３ セ グ メ ン ト ピ チ ン デ ウ イ ル ス （  
Ｐ Ｉ Ｃ Ｖ ） 粒 子 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 請 求 項 ２ １ ま た は ２ ２ に 記 載 の ３ セ グ メ ン ト ウ イ ル ス 粒 子 、 及 び 薬 学 的 に 許 容 さ れ る 担  
体 、 を 含 む 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 少 な く と も １ つ の 前 記 ヌ ク レ オ チ ド 配 列 が 、
ジ ヌ ク レ オ チ ド 最 適 化 Ｈ Ｐ Ｖ １ ６   Ｅ ７ ／ Ｅ ６ ヌ ク レ オ チ ド 配 列 で あ っ て ；
ｉ ． 少 な く と も ４ 、 ５ 、 ６ 、 ７ 、 ８ ， ９ 、 ま た は １ ０ 世 代 を 継 代 し た 後 、 Ｈ Ｐ Ｖ の 抗 原 の  
安 定 し た 発 現 を 有 す る こ と が で き ；
ｉ ｉ ． コ ー ド さ れ た Ｈ Ｐ Ｖ 融 合 タ ン パ ク 質 を 一 貫 し て 発 現 す る こ と が で き る ； ま た は
ｉ ｉ ｉ ． コ ー ド さ れ た Ｈ Ｐ Ｖ 融 合 タ ン パ ク 質 に 対 し て 強 力 な 免 疫 応 答 を 誘 発 す る こ と が で  
き る 、 前 記 配 列
を 含 む 、 請 求 項 ２ １ ま た は ２ ２ に 記 載 の ３ セ グ メ ン ト ア レ ナ ウ イ ル ス 粒 子 。
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